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☆ 『 学 年 末 考 査 』 ～ “ All's Well That Ends Well” ～

来 週 10日 （ 火 ） か ら 13日 （ 金 ） ま で ， 学 年 末 考 査 で す 。 最 終 か つ 最 重 要 の 定 期 考 査 と な

る の で ， し っ か り と 取 り 組 み ま し ょ う 。 物 事 は 最 終 の 締 め く く り が 大 切 で あ る と い う 意 味

で 『 終 わ り 良 け れ ば す べ て 良 し 』 と い う 言 葉 が あ り ま す 。 似 た 意 味 を 持 つ 英 語 の こ と わ ざ

に 「 All ' s W e l l T h a t E n d s W e l l」（ 良 く 終 わ る も の は 全 て 良 い ） と い う の が あ り ま す 。

こ れ は ， イ ギ リ ス の 劇 作 家 Ｗ ・ シ ェ イ ク ス ピ ア の 戯 曲 （ 喜 劇 ） の タ イ ト ル が こ と わ ざ に な

っ た も の で す 。「 終 わ り こ そ が 肝 心 」 で す 。 す べ て 良 い 結 果 で １ 年 を 終 わ ら せ ま し ょ う 。

☆ 『 進 路 を 考 え よ う ！ 』 ～ 「 進 路 学 習 」 2/19よ り ～

先 月 19 日 （ 木 ） に 『 進 路 を 考 え よ う ！ 』 と い う テ ー マ で 「 進

路 学 習 」 が 行 わ れ ま し た 。 進 路 担 当 の 藤 井 先 生 の お 話 の 中 １ つ に

「 進 路 開 拓 に 必 要 な こ と 」 が あ り ま し た 。 ま ず ， 毎 日 の 積 み 重 ね

が ， 進 路 を 決 め て い く と き に と て も 大 き く も の を い う と い う こ と

で ， 具 体 的 に は 毎 日 の 学 習 で 学 業 成 績 を 上 げ る こ と と 欠 席 遅 刻 早

退 を し な い こ と で し た 。 そ し て ， 毎 日 の 生 活 で 心 掛 け る こ と と し

て ， ① 挨 拶 を す る こ と ② 清 掃 を し っ か り 行 う こ と ③ 敬 語 を つ か い こ な す こ と な ど で し た 。

☆ 今 後 の 予 定 ☆ 台 湾 学 ⑱ 『 台 湾 の 教 育 Ⅰ 』
6 日 （ 金 ） 卒 業 式 予 行 台 湾 で は ， 日 本 と 同 じ 6-3-3 制 の 学 校 教 育 制 度

7日 （ 土 ） 卒 業 式 が 採 ら れ て い る 。義 務 教 育 は 6～ 15歳 の 9年 間 で ，6

9 日 （ 月 ） 代 休 年 間 の 国 民 小 学 と 3 年 間 の 国 民 中 学 か ら な り ， 九

10日 （ 火 ） 学 年 末 考 査 （ ～ 13日 ） 年 国 民 教 育 と 呼 ば れ て い る 。 国 民 中 学 卒 業 後 は ，

13日 （ 金 ） パ ス ポ ー ト 申 請 ガ イ ダ ン ス 高 級 中 学 （ 略 称 は 高 中 。 日 本 の 普 通 科 高 等 学 校 に

16 日 （ 月 ） 答 案 返 却 （ ～ 17 日 ） 相 当 ） と 高 級 職 業 学 校 （ 略 称 は 高 職 。 日 本 の 専 門

17 日 （ 火 ） 入 学 許 可 候 補 者 説 明 会 学 科 高 等 学 校 に 相 当 ） に 分 か れ て い る 。 現 在 は 国

18 日 （ 水 ） 教 科 書 販 売 ・ 個 人 写 真 撮 影 民 中 学 を 卒 業 し た 9 5 %以 上 の 生 徒 が 3年 制 の 高 級 中

19 日 （ 木 ） 進 路 講 演 会 学 か 高 級 職 業 学 校 へ と 入 学 試 験 を 経 て 進 学 し て い

20 日 （ 金 ） 生 徒 指 導 講 話 る 。 天 然 資 源 に 乏 し い 台 湾 で は ， 教 育 に よ っ て 人

23 日 （ 月 ） 大 掃 除 的 資 源 を 拡 充 す る こ と の 必 要 性 が 常 に 強 く 意 識 さ

24日 （ 火 ） 終 業 式 ・ 賞 状 伝 達 式 れ て お り ， 職 業 教 育 が 重 視 さ れ て き た 。

☆ パ ス ポ ー ト（ Passport）と は ，政 府 な い し そ れ に 相 当 す る 公 的 機 関 が 交 付 し ，

国 外 に 渡 航 す る 者 に 国 籍 及 び そ の 他 身 分 に 関 す る 事 項 に 証 明 を 与 え ， 外 国 官 憲

に 保 護 を 依 頼 す る 公 文 書 で あ り ， 国 内 外 に お け る 最 も 公 的 で 通 用 度 の 高 い 身 分

証 明 書 で あ る 。 そ の 起 源 は ， 海 の 港 (port) だ け で な く 都 市 城 壁 の 門 (porte)

を 通 過 す る （ pass） た め に 要 求 さ れ た 中 世 の 文 書 で あ る と い わ れ て い る 。



☆ 『 日 東 駒 専 』 と は ？ ～ 「 進 路 学 習 Ｐ art3」 よ り ～

先 月 23 日 （ 木 ） の 『 進 路 学 習 Part3』 の 「 大 学 入 試 と 就 職 活 動 と は ？ 」 で は ， 進 学 で も

就 職 で も 幅 広 い 選 択 が 出 来 る た め の 心 掛 け に つ い て 学 び ま し た 。 そ の 時 最 後 に 触 れ た 私 立

大 学 の 一 般 入 試 に つ い て の 宿 題 の 解 答 と 解 説 を 行 い ま す 。 こ れ は ， 関 東 有 名 私 立 大 学 の ユ

ニ ッ ト の 一 つ で ，『 早 慶 上 理 』 は ， 早 稲 田 ・ 慶 応 ・ 上 智 ・ 東 京 理 科 大 学 の こ と で す 。 次 の

『 Ｍ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ 』 と は ， 明 治 ・ 青 山 学 院 ・ 立 教 ・ 中 央 ・ 法 政 大 学 の 各 イ ニ シ ャ ル を 並 べ た も

の で す 。 ま た ，『 日 東 駒 専 』 と は ， 日 本 ・ 東 洋 ・ 駒 澤 ・ 専 修 大 学 の こ と で す 。 そ し て ，『 大

東 亜 帝 国 』 と は ， 大 東 文 化 ・ 東 海 ・ 亜 細 亜 ・ 帝 京 ・ 国 士 舘 大 学 の こ と で す 。『 日 東 駒 専 』

の 中 の 日 本 大 学 は ，“ 法 学 の 日 大 ” と い わ れ 14 学 部 81 学 科 で 学 生 数 約 7 万 人 を 有 す る 大

学 で す 。“ 哲 学 の 東 洋 ” と い わ れ る 東 洋 大 学 は ， 10 学 部 44 学 科 で 学 生 数 は 約 3 万 人 の 大 学

で す 。 ま た ，“ 仏 教 の 駒 大 ” と い わ れ る 駒 澤 大 学 は ， 7 学 部 17 学 科 で 学 生 数 は 約 16,000 人

の 大 学 で す 。 そ し て ，“ 経 済 の 専 大 ” と い わ れ る 専 修 大 学 は ， 7 学 部 17 学 科 で 学 生 数 は 約

2 万 人 の 大 学 で す 。 先 輩 も 多 く 学 ぶ 『 日 東 駒 専 』 を 目 標 に し て み て は い か が で し ょ う か 。

パ ス ポ ー ト （ 英 : Passport） 又 は 旅 券 （ り ょ け ん ） と は 、 政 府 な い し そ れ に 相 当 す る 公 的 機

関 が 交 付 し 、 国 外 に 渡 航 す る 者 に 、 国 籍 及 び そ の 他 身 分 に 関 す る 事 項 に 証 明 を 与 え 、 外 国

官 憲 に 保 護 を 依 頼 す る 公 文 書 で あ る 。 パ ス ポ ー ト は 、 国 際 移 動 す る 場 合 に 原 則 必 要 な も の

で あ り 、 査 証 （ ビ ザ ） は 、 パ ス ポ ー ト に 刻 印 な い し 貼 付 さ れ る 。 査 証 が 渡 航 先 の 政 府 に よ

る 出 入 国 管 理 で あ る の に 対 し 、旅 券 は 渡 航 元 政 府 に よ る 出 入 国 管 理 の 役 割 を 果 た し て い る 。

国 （ 政 府 ） が 発 行 す る 公 的 書 類 と し て 、 自 ら の 国 籍 国 外 に お い て は 身 分 を 証 明 す る 最 も 公

的 で 通 用 度 の 高 い 身 分 証 明 書 と さ れ る ば か り で な く 、 自 国 内 に お い て も 身 分 証 明 書 と し て

利 用 さ れ て い る 。 パ ス ポ ー ト ( passport) と い う 言 葉 は 、 海 の 港 ( port （ ポ ー ト ） ) だ け で

な く 、 都 市 城 壁 の 門 ( porte（ ポ ル ト ） ) を 通 過 す る （ pass （ パ ス ）） た め に 要 求 さ れ た 中

世 の 文 書 が 起 源 で あ る と 考 え ら れ る 。

シ ェ イ ク ス ピ ア 劇 「 終 わ り よ け れ ば す べ て よ し 」 (All’ s Well That Ends Well)。 こ の 作 品 は な

ん と い っ て も 、 そ の 題 名 が 決 定 的 な 魅 力 を も っ て い ま す 。「 人 生 い ろ い ろ あ る け れ ど 、“

終 わ り よ け れ ば よ し “ と し よ う 」 と い う こ と を 連 想 さ せ る か ら で す 。 こ の 劇 の 女 主 人 公 ヘ

レ ナ の 次 の 台 詞 が 本 戯 曲 の 象 徴 で す（ 訳 は 筆 者 ）。All’s well that ends well; still the fine’s the crown;

Whate’ er the course, the end is the renown.（ 終 わ り よ け れ ば す べ て よ し 、 結 末 こ そ 王 冠 で あ る 。

過 程 が ど う で あ れ 、 終 わ り 、 結 末 こ そ 至 上 の も の で す ）


